
戦
後
、日
本
朝
鮮
研
究
所
と
い
う
組
織
が
存
在
し（
一
九
六
一
年
創
立
）、一
時
期
広
く
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
、今
日
、

殆
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
資
料
刊
行
の
意
義
は
、
第
一
に
研
究
所
の
初
期
活
動
を
知
る
唯
一
の
資
料
で
あ

る
こ
と
、更
に
本
研
究
所
が
朝
鮮
史
研
究
を
日
本
の
植
民
地
支
配
責
任
の
視
点
か
ら
問
う
た
初
め
て
の
組
織
で
あ
り
、

今
日
の
朝
鮮
・
在
日
朝
鮮
人
研
究
の
原
点
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
本
書
は
、
戦
後
、
日
本
人
自
身
の
朝
鮮
問

題
へ
の
取
り
組
み
方
が
分
か
り
、
今
日
の
朝
鮮
問
題
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
第
一
次
資
料
で
あ
る
。

全
３
巻

日
本
朝
鮮
研
究
所

初
期
資
料

井
上
學
／
樋
口
雄
一
編
・
解
説

日
本
朝
鮮
研
究
所

初
期
資
料

井
上
學
／
樋
口
雄
一
編
・
解
説

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

在
日
朝
鮮
人

資
料
叢
書
●⓯

本
資
料
の
特
色

▼
日
本
の
植
民
地
支
配
の
責
任
の
視
点
か
ら
戦
後
、
朝
鮮
・
韓
国
と
真
摯
に
向
き
合
っ
た
最

初
の
研
究
組
織
で
あ
り
、
そ
の
初
期
の
活
動
を
知
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。

▼
戦
後
、
日
本
の
新
た
な
朝
鮮
研
究
が
ど
の
様
に
し
て
始
ま
っ
た
か
を
知
る
資
料
の
一
つ
。

▼
本
研
究
所
の
活
動
期
は
、
日
韓
条
約
の
時
期
と
重
な
り
、
研
究
所
も
日
韓
条
約
反
対
の
立

場
か
ら
様
々
な
活
動
・
研
究
を
行
っ
た
。
本
研
究
所
の
資
料
・
刊
行
物
は
、
当
時
の
「
日

韓
条
約
」
締
結
問
題
を
研
究
す
る
上
で
不
可
欠
の
資
料
。

▼
本
研
究
所
は
日
本
最
初
の
訪
朝
団
を
派
遣
し
た
。
戦
後
初
期
の
日
朝
間
の
学
術
・
交
流
を

知
る
貴
重
な
資
料
。

▼
編
纂
者

　

井
上　

學（
い
の
う
え　

ま
な
ぶ
）

　
　
海
峡
同
人

　

樋
口　

雄
一（
ひ
ぐ
ち　

ゆ
う
い
ち
）

　
　

�

中
央
大
学
政
策
文
化
総
合
研
究
所
客
員
研
究

員
・
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
会
員
・
海

峡
同
人

■
体
裁　

全
３
巻
・
総
１
、３
１
４
頁
・
Ａ
５
版
・
上
製
ク
ロ
ス
装
・
ケ
ー
ス
入
り

■
定
価　

本
体
５
４
、０
０
０
円
＋
税　

ISBN
978

―4

―89774

―181

―9

■
刊
行　

平
成
29
年
4
月
刊

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
電話 03（3579）5444　FAX03（6915）5418
［消費税が別途加算されます］

◉下記の書店にお申し込み下さい。

金日成首相と第１次日本朝鮮研究所訪朝団の会見（1963年８月20日）

1964年、日韓会談反対運動の中から生み出された研究
所のまとまった成果で、当時広く活用された

着実に成果をあげ定着した研究制度の第２期研究生の文
集。研究所にとり研究生の占める位置は大きかった

研究所の１年間の事業・活動の総括と新
年度の事業方針を記録した資料

2017.4　

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

1
在
日
朝
鮮
人
史
資
料　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
編�

全
２
巻
／
２
４
０
０
０
円

2
在
日
本
朝
鮮
人
商
工
便
覧
　
一
九
五
七
年
版　

在
日
本
朝
鮮
人
商
工
連
合
会
編�

６
０
０
０
円

3
戦
後
初
期
在
日
朝
鮮
人
人
口
調
査
資
料
集　
長
澤
秀
編�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

4
在
日
朝
鮮
人
教
育
関
係
資
料　
佐
野
通
夫
編�

全
３
巻
／
４
６
０
０
０
円

5
朝
鮮
人
強
制
動
員
関
係
資
料　
山
田
昭
次
編（
品
切
）�

全
２
巻
／
２
４
０
０
０
円

6
在
日
朝
鮮
人
留
学
生
資
料　
裵
姈
美
編�

全
３
巻
／
５
４
０
０
０
円

7
在
日
朝
鮮
人
警
察
関
係
資
料
　
福
井
譲
編�

全
３
巻
／
４
８
０
０
０
円

8
在
日
朝
鮮
人
生
活
保
護
資
料
　
金
耿
昊
編�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

9
在
日
朝
鮮
女
性
作
品
集
　
一
九
四
五
～
八
四　

宋
恵
媛
編�

全
２
巻
／
３
２
０
０
０
円

在
日
朝
鮮
人
文
学

資
料
集

�
宋
恵
媛
編
／
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら

六
〇
年
代
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
た
、
多
彩�

な
在
日
文
学
雑
誌
（
朝
鮮
文
化
・
韓
国
文
芸�

・
鳳
仙
花
文
芸
等
全
一
七
誌
）
を
収
録
し
た

初
の
資
料
集
。�

全
３
巻
／
５
６
０
０
０
円

一
九
五
四
～
七
〇

資
料
メ
デ
ィ
ア
の
中
の 

在
日
朝
鮮
人

�
外
村
大
・
韓
載
香
・
羅
京
洙
編
／
在
日�

朝
鮮
人
の
動
向
・
実
態
・
状
況
を
伝
え
た�

一
般
紙
の
特
集
記
事
・
連
載
記
事
、
ま
た

総
合
雑
誌
の
貴
重
な
記
事
（
一
九
二
二
～

四
四
）
を
収
録
。�

１
８
０
０
０
円

関
東
大
震
災

朝
鮮
人
虐
殺
裁
判
資
料

�
山
田
昭
次
編
／
裁
判
資
料
と
し
て
現
在

知
る
こ
と
が
可
能
な
埼
玉
県
（
熊
谷
事
件�

・
本
庄
事
件
他
）
と
群
馬
県
（
藤
岡
事
件

他
）
の
地
裁
・
東
京
控
訴
院
判
決
書
等
を�

収
録
。�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

神
奈
川

朝
鮮
学
校
資
料

�
大
石
忠
雄
編
／
在
日
朝
鮮
人
学
校
問
題�

の
歴
史
的
経
緯
と
そ
の
実
態
を
正
し
く
理�

解
す
る
た
め
の
原
点
的
な
資
料
（
一
九
四�

五
～
六
六
）
を
中
心
に
編
集
復
刻
し
た
。

�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

朝
鮮
人
強
制
動
員

韓
国
調
査
報
告

�
龍
田
光
司
編
／
常
磐
炭
田
に
戦
時
中
、�

強
制
動
員
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
実
態
の
解
明

と
、
韓
国
で
被
強
制
動
員
者
の
実
態
を
当

事
者
や
遺
家
族
か
ら
聞
取
り
調
査
し
た
報�

告
書
。�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

13

『
セ
新

　朝

　鮮

チ
ョ
ソ
ン
』

地
方
版

�
鄭
栄
桓
編
／
朝
鮮
戦
争
中
に
在
日
朝
鮮
人

が
結
成
し
た
非
公
然
組
織
「
祖
国
防
衛
委
員

会
」機
関
誌
。入
手
困
難
な
西
日
本
、九
州
、東

京
等
発
行
の
地
方
版
他
、
全
国
版
欠
号
分
も

収
録
。�

平
成
29
年　

全
１
巻
・
補
巻
１

日
本
朝
鮮
研
究
所

初
期
資
料

�
井
上
學
・
樋
口
雄
一
編
／
戦
後
日
本
の
朝

鮮
研
究
は
ど
の
様
な
形
で
新
た
な
出
発
を

し
、
ど
の
様
な
課
題
を
抱
え
て
い
た
の
か
、

創
設
期
及
び
初
期
の
内
部
資
料
を
収
録
。

平
成
29
年
４
月
刊�

全
３
巻
／
５
４
０
０
０
円

一
九
六
一
～
六
九

　第１巻内容見本　「所内報」№３（1963年３月）

　第２巻内容見本　日本朝鮮研究所第６回定期総会資料（1967年２月12日）

Ⅱ　設立から各事業の展開　55

62　第６回

一九
六一～
六
九

一九
六一ー
六
九
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刊行の辞目次日本朝鮮研究所初期資料関係年表／目次

Ⅰ　

準
備
か
ら
設
立
ま
で　

一
九
六
一
年

今
日
ま
で
の
経
過
と
世
話
人
会
に
つ
い
て
の
御
報
告　

朝
鮮
研
究
所
設
立
発
起
人
世
話
人
一
同　

八

月
日
本
朝
鮮
研
究
所
参
加
者
名
簿（
一
〇
月
末
現
在
）

設
立
総
会
御
案
内　

日
本
朝
鮮
研
究
所
設
立
発
起
人
一
同（
一
一
月
）

日
本
朝
鮮
研
究
所
設
立
の
経
過（『
朝
鮮
研
究
月
報
』
創
刊
号　

一
九
六
二
年
一
月
）

日
本
朝
鮮
研
究
所
概
要（
冊
子
）

Ⅱ　

設
立
か
ら
各
事
業
の
展
開

１　

研
究
所
関
係
資
料

創
立
一
周
年
記
念
事
業
御
案
内（『
朝
鮮
研
究
月
報
』
第
九
・
一
〇
合
併
号　

一
九
六
二
年
一
〇
月
）

日
本
朝
鮮
研
究
所
設
立
１
周
年
に
際
し
て　

古
屋
貞
雄（『
朝
鮮
研
究
月
報
』
第
一
一
号　

一
九
六
二

年
一
一
月
）

所
内
報
№
３　

日
本
朝
鮮
研
究
所　

一
九
六
三
年
三
月

訪
朝
日
本
朝
鮮
研
究
所
代
表
団
の
派
遣
に
つ
い
て　

理
事
長
古
屋
貞
雄　

一
九
六
三
年
四
月

所
員
臨
時
総
会　

一
九
六
三
年
五
月

所
内
報
№
４　

日
本
朝
鮮
研
究
所　

一
九
六
三
年
五
月

彙
報　

当
研
究
所
訪
朝
団
全
員
金
日
成
首
相
と
会
見
他（『
朝
鮮
研
究
月
報
』
第
二
〇
号　

一
九
六
三

年
八
月
）

日
本
朝
鮮
研
究
所
創
立
二
周
年
を
迎
え
て　

日
本
朝
鮮
研
究
所（『
朝
鮮
研
究
月
報
』
第
二
三
号　

一
九
六
三
年
一
一
月
）

彙
報　

創
立
二
周
年
第
三
回
総
会
他（『
朝
鮮
研
究
月
報
』
第
二
四
号　

一
九
六
三
年
一
二
月
）

創
立
３
周
年
第
４
回
総
会
の
報
告（『
朝
鮮
研
究
』
第
三
五
号　

一
九
六
四
年
一
二
月
）

日
本
朝
鮮
研
究
所
事
務
所
建
設
基
金
募
金
の
お
願
い　

一
九
六
五
年
七
月（『
朝
鮮
研
究
』
第
四
一
号　

一
九
六
五
年
七
月
）

最
近
の
日
本
と
朝
鮮
の
関
係
に
つ
い
て
の
声
明　
「
日
韓
条
約
」
に
つ
い
て
の
声
明　

八
月
一
四
日

（『
朝
鮮
研
究
』
第
四
三
号　

一
九
六
五
年
九
月
）

日
本
朝
鮮
研
究
所
１
９
６
５
年
活
動
状
況（『
朝
鮮
研
究
』
第
四
五
号　

一
九
六
五
年
一
一
・
一
二
月
）

在
日
朝
鮮
人
の
民
主
的
民
族
教
育
へ
の
迫
害
に
反
対
す
る
声
明　

一
九
六
六
年
五
月
一
六
日　

日
本

朝
鮮
研
究
所
全
所
員
集
会（『
朝
鮮
研
究
』
五
一
号　

一
九
六
六
年
六
月
）

「
日
韓
条
約
」
一
カ
年
の
回
顧
と
朝
鮮
研
究
者
の
任
務　

畑
田
重
夫（『
朝
鮮
研
究
』
第
五
八
号　

一
九
六
七
年
一
月
）

日
本
朝
鮮
研
究
所
５
年
間
の
総
括（『
朝
鮮
研
究
』
第
五
九
号　

一
九
六
七
年
二
・
三
月
合
併
号
）

庶
民
の
な
か
の
朝
鮮
観
―
事
務
所
移
転
始
末
記　

佐
藤
勝
巳（『
朝
鮮
研
究
』
第
六
一
号　

一
九
六
七

年
五
月
）

２　

研
究
事
業
関
係
資
料

①
部
会
報
告
・
動
向

現
代
朝
鮮
研
究
部
会
の
活
動
状
況　

編
集
委
員
会（『
朝
鮮
研
究
月
報
』
第
一
八
号　

一
九
六
三
年
六

月
）

朝
鮮
近
代
史
研
究
部
会
の
活
動
状
況（『
朝
鮮
研
究
月
報
』
第
一
九
号　

一
九
六
三
年
七
月
）

教
育
研
究
部
会
報
告（『
朝
鮮
研
究
月
報
』
第
二
二
号　

一
九
六
三
年
一
〇
月
）

日
本
朝
鮮
研
究
所
に
お
け
る
各
研
究
部
会
活
動
の
総
括
と
展
望　

編
集
部（『
朝
鮮
研
究
』
第
三
四
号　

一
九
六
四
年
一
一
月
）

現
代
朝
鮮
研
究
部
会（
農
業
）
の
動
向（『
朝
鮮
研
究
』
第
五
六
号　

一
九
六
六
年
一
一
月
）

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
に
お
け
る
朝
鮮
研
究
の
蓄
積
を
い
か
に
継
承
す
る
か　

全
13
回（『
朝
鮮
研
究
月
報
』）

　

第
1
回　

明
治
期
の
歴
史
学
を
中
心
と
し
て（
一
九
六
二
年
三
月
）

　

第
2
回　

朝
鮮
人
の
日
本
認
識
に
つ
い
て
―
主
と
し
て
植
民
地
時
代
を
中
心
に　

一
九
六
二
年
四
月

　

第
3
回　

日
本
文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
朝
鮮
観　

一
九
六
二
年
六
月

　

第
4
回　
「
京
城
帝
大
」
に
お
け
る
社
会
経
済
史
研
究　

一
九
六
二
年
七
月

　

第
5
回　

朝
鮮
総
督
府
の
調
査
事
業
に
つ
い
て　

一
九
六
二
年
九
月

　

第
6
回　

朝
鮮
史
編
修
会
の
事
業
を
中
心
に　

一
九
六
三
年
［
月
不
明
］

　

第
7
回　

日
本
の
朝
鮮
語
研
究
に
つ
い
て　

一
九
六
三
年
［
月
不
明
］

　

第
8
回　

ア
ジ
ア
社
会
経
済
史
研
究
―
朝
鮮
社
会
経
済
史
研
究
を
中
心
に　

一
九
六
三
年［
月
不
明
］

　

第
9
回　

明
治
以
後
の
朝
鮮
教
育
研
究
に
つ
い
て　

一
九
六
四
年
［
月
不
明
］

　

第
10
回　

総
括
討
論　

一
九
六
四
年
［
月
不
明
］

　

第
11
回　

朝
鮮
の
美
術
史
研
究
に
つ
い
て　

一
九
六
五
年
［
月
不
明
］

　

第
12
回　

朝
鮮
の
考
古
学
研
究　

一
九
六
八
年
［
月
不
明
］

　

第
13
回　

日
本
と
朝
鮮（
そ
の
ま
と
め
と
展
望
）（
終
）　

一
九
六
八
年
［
月
不
明
］

丁
若
鏞（
茶
山
）
の
思
想
の
理
解
の
た
め
に　

一
九
六
二
年
［
月
不
明
］

③
講
座

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
講
座
第
３
回　

日
韓
会
談
反
対
運
動
の
歴
史
的
意
義
と
役
割　

畑
田
重
夫（『
朝

鮮
研
究
月
報
』
第
二
〇
号　

一
九
六
三
年
八
月
）

研
究
生
と
講
座
の
う
ご
き（『
朝
鮮
研
究
』
第
七
〇
号　

一
九
六
八
年
二
月
）

『
日
本
朝
鮮
研
究
所
第
二
期
研
究
生
文
集
』
№
１　

一
九
六
九
年
二
月

④
出
版
物
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
日
本
の
将
来
と
日
韓
会
談
」
の
編
集
・
発
行
に
つ
い
て（
一
九
六
三
年
）

朝
研
シ
リ
ー
ズ
刊
行
案
内　
『
訪
朝
報
告
集
第
一
集
』
他（『
朝
鮮
研
究
』
第
三
三
号　

一
九
六
四
年

一
〇
月
）

『
文
化
史
刊
行
ニ
ュ
ー
ス
』
第
一
号　

朝
鮮
文
化
史
刊
行
会　

一
九
六
六
年
二
月

⑤
そ
の
他

学
生
懸
賞
論
文
審
査
報
告（『
朝
鮮
研
究
月
報
』
第
一
八
号　

一
九
六
三
年
六
月
）

資
料　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国　

社
会
科
学
院
か
ら
の
寄
贈
図
書
目
録
⑴（『
朝
鮮
研
究
』
第

六
〇
号　

一
九
六
七
年
四
月
）

Ⅲ　

定
期
総
会
資
料

日
本
朝
鮮
研
究
所
創
立
一
周
年　

第
二
回
総
会　

一
九
六
二
年
一
一
月
一
六
日

日
本
朝
鮮
研
究
所
臨
時
総
会
・
団
規
約　

一
九
六
三
年
五
月
二
日

日
本
朝
鮮
研
究
所
創
立
二
周
年　

第
三
回
総
会　

一
九
六
三
年
一
二
月
一
一
日

日
本
朝
鮮
研
究
所
創
立
三
周
年　

第
四
回
総
会　

一
九
六
四
年
一
二
月
五
日
・
六
日

日
本
朝
鮮
研
究
所
第
５
回
定
期
総
会
資
料　

一
九
六
六
年
二
月
一
三
日

日
本
朝
鮮
研
究
所
第
６
回
定
期
総
会
資
料　

一
九
六
七
年
二
月
一
二
日

日
本
朝
鮮
研
究
所
第
７
回
定
期
総
会
資
料　

一
九
六
八
年
二
月
一
八
日

日
本
朝
鮮
研
究
所
第
８
回
定
期
総
会
資
料　

一
九
六
九
年
二
月
二
三
日

Ⅳ　

運
営
委
員
会
資
料

一
九
六
八
年

第
１
回
運
営
委
員
会
で
決
っ
た
こ
と　

二
月
二
八
日

第
１
巻

第
２
巻

第
９
回
運
営
委
員
会
の
決
定　

七
月
九
日

第
10
回
運
営
委
員
会（
臨
時
）　

七
月
一
八
日

第
11
回
運
営
委
員
会（
臨
時
）　

七
月
一
九
日

第
12
回
運
営
委
員
会（
定
例
）　

七
月
二
四
日

第
13
回
運
営
委
員
会（
臨
時
）　

七
月
二
八
日

第
14
回
運
営
委
員
会　

八
月
六
日

第
15
回
運
営
委
員
会　

八
月
一
九
日

第
16
回
運
営
委
員
会　

八
月
二
六
日

第
17
回
運
営
委
員
会　

八
月
二
七
日

第
18
回
運
営
委
員
会　

八
月
三
〇
日

第
19
回
運
営
委
員
会　

九
月
九
日

第
20
回
運
営
委
員
会　

九
月
一
三
日

第
21
回
運
営
委
員
会　

九
月
一
七
日

第
22
回
運
営
委
員
会　

九
月
二
一
日

第
23
回
運
営
委
員
会　

九
月
二
八
日

第
24
回
運
営
委
員
会　

一
〇
月
二
日

第
25
回
運
営
委
員
会　

一
〇
月
八
日

第
26
回
運
営
委
員
会　

一
〇
月
一
四
日

総
括
―
研
究
の
姿
勢
を
中
心
に

一
九
六
九
年

第
１
回
運
営
委
員
会
の
決
定　

三
月
五
日

第
４
回
運
営
委
員
会
議
題　

四
月
一
二
日

第
６
回
運
営
委
員
会
決
定
の
お
知
ら
せ　

五
月
一
〇
日

第
７
回
運
営
委
員
会
決
定
の
お
知
ら
せ　

五
月
二
四
日

第
８
回
運
営
委
員
会
決
定
の
お
知
ら
せ　

六
月
一
三
日

第
９
回
運
営
委
員
会
議
題　

六
月
二
八
日

第
９
回
運
営
委
員
会
で
決
っ
た
こ
と

　
［
別
紙
］
拡
大
編
集
会
議
資
料

　

私
見
［「
特
殊
部
落
」
発
言
へ
の
批
判
に
対
す
る
日
本
朝
鮮
研
究
所
の
対
応
の
経
緯
を
ま
と
め
た
文
書
］

第
11
回
運
営
委
員
会
討
議
資
料　

七
月
二
六
日

第
11
回
運
営
委
員
会
決
定
の
お
知
ら
せ　

七
月
二
六
日

財
政
の
現
状
と
問
題
点（
第
15
回
運
営
委
員
会
関
連
資
料
）　

佐
藤
勝
巳

第
18
回
運
営
委
員
会
決
定　

一
〇
月
九
日

Ⅴ　

日
本
朝
鮮
研
究
所
の
刊
行
物

『
当
面
の
朝
鮮
に
関
す
る
資
料
』
第
一
集　

日
本
朝
鮮
研
究
所　

一
九
六
一
年
一
一
月
一
一
日

『
当
面
の
朝
鮮
に
関
す
る
資
料
』
第
二
集　

日
本
朝
鮮
研
究
所　

一
九
六
一
年
一
二
月

『
日
・
朝
・
中
三
国
人
民
連
帯
の
歴
史
と
理
論
』
安
藤
彦
太
郎
他
著　

一
九
六
五
年
一
〇
月（
第
二
刷
）

『
朝
鮮
研
究
月
報
』［
改
題
『
朝
鮮
研
究
』］
第
一
号
～
第
八
〇
号（
一
九
六
二
年
～
一
九
六
八
年
）
総
目
次

『
朝
鮮
研
究
月
報
』
創
刊
に
際
し
て　

一
九
六
二
年
一
月　

古
屋
貞
雄（『
朝
鮮
研
究
月
報
』
創
刊
号　

一
九
六
二
年

一
月
）

Ⅵ　

日
本
朝
鮮
研
究
所
関
連
新
聞
資
料

「
日
本
の
将
来
と
朝
鮮
問
題
」
⑴
～
⑻
［
掲
載
新
聞
不
明
］

「
日
本
と
朝
鮮
」
⑴
～
⑿
［
掲
載
新
聞
不
明
］

解
説
１
・
２
／
日
本
朝
鮮
研
究
所
の
あ
ゆ
み

　

解
説
１　

樋
口
雄
一

　

解
説
２　

古
屋
貞
雄
の
生
涯
に
つ
い
て
―
古
屋
邦
子
さ
ん
か
ら
の
聞
書　

井
上　

學

　

日
本
朝
鮮
研
究
所
の
あ
ゆ
み（
一
九
六
一
～
一
九
六
九
年
）

第
３
巻

一
九
六
一
年　

三
月
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
朝
鮮
研
究
所
設
立
の
準
備
会
発
足（
提
唱
者
寺
尾
五
郎
等
集
ま
る
）

　
　
　
　
　
　
一
一
月
、
設
立
総
会
・
祝
賀
会
開
く
。
研
究
所
は
文
京
区
湯
島
に
置
く

一
九
六
二
年　

一
月
、
第
一
回
理
事
会
開
催（
一
二
月
ま
で
七
回
開
く
）

　
　
　
　
　
　
一
月
、
機
関
誌
『
朝
鮮
研
究
月
報
』
創
刊
号
刊
行

　
　
　
　
　
　
三
月
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
研
究
の
蓄
積
を
い
か
に
継
承
す
る
か
」
開
催（
六
八
年
迄
全
一
三
回
）

　
　
　
　
　
　
四
月
、
朝
鮮
語
講
座
開
講

　
　
　
　
　
　
五
月
、「
見
て
き
た
北
朝
鮮
」
な
ど
七
回
の
公
開
講
座
開
く

　
　
　
　
　
　
一
一
月
、
創
立
一
周
年
・
第
二
回
総
会
開
く

一
九
六
三
年　

第
二
年
度
、
研
究
所
は
大
き
く
発
展
。
日
韓
会
談
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
通
じ
大
衆
運
動
と
結
び
つ
く
。

　
　
　
　
　
　
一
月
、
現
代
朝
鮮
研
究
会
発
足

　
　
　
　
　
　
四
月
～
六
月
、
朝
鮮
近
代
史
研
究
会
開
く

　
　
　
　
　
　
五
月
、
在
日
朝
鮮
人
殉
難
の
歴
史
な
ど
座
談
会
を
五
回
開
く

　
　
　
　
　
　
六
・
七
月
、
研
究
所
担
当
講
座
、
四
回
開
く

　
　
　
　
　
　
八
月
、
第
一
次
訪
朝
団
。
日
朝
交
流
の
最
初
の
道
を
切
り
開
く

一
九
六
四
年　

第
三
年
度
は
一
層
前
進
し
た
。
日
韓
会
談
問
題
を
中
心
に
朝
鮮
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
り
、
拡
が
っ
た

　
　
　
　
　
　
第
二
次
訪
朝
団
派
遣
。
朝
鮮
社
会
科
学
院
と
交
流
進
む（
文
献
・
資
料
交
換
約
六
〇
種
）

　
　
　
　
　
　
六
月
、『
朝
鮮
研
究
月
報
』
を
『
朝
鮮
研
究
』
に
改
題

　
　
　
　
　
　『
日
・
朝
・
中
三
国
人
民
連
帯
の
歴
史
と
理
論
』
を
刊
行
。
朝
研
シ
リ
ー
ズ
を
三
点
刊
行

一
九
六
五
年　

六
月
、
拡
大
と
充
実
の
一
年
で
あ
っ
た
。
三
大
事
業
を
実
施
。
①
日
韓
条
約
反
対
活
動
と
し
て
各
地
に
講
師
派
遣
や

文
書
に
よ
る
啓
蒙
宣
伝
を
行
う
。
②
学
術
交
流
の
一
環
で
、
朝
鮮
社
会
科
学
院
と
の
共
同
作
業
と
し
て
『
朝
鮮
文
化

史
』
の
翻
訳
出
版
を
行
う
。
③
研
究
所
を
新
宿
に
移
転（
一
〇
月
）

　
　
　
　
　
　
九
月
、
恒
常
的
な
公
開
講
座
と
し
て
「
火
曜
講
座
」
の
開
催
を
決
め
、
始
め
る

　
　
　
　
　
　
一
二
月
、
第
四
回
定
期
総
会
で
、
研
究
活
動
を
重
視
し
て
、「
研
究
会
議
」
を
新
設

　
　
　
　
　
　『
第
一
次
訪
朝
代
表
団
の
報
告
集
』
他
六
点
を
刊
行
。
教
育
活
動
で
語
学
学
習
会
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
く

一
九
六
六
年　

日
韓
条
約
発
効
。『
朝
鮮
文
化
史
』
刊
行
事
業
終
了
。
財
政
問
題
等
研
究
所
の
在
り
方
が
議
題
と
な
る

　
　
　
　
　
　「
研
究
会
議
」
と
「
編
集
会
議
」
を
一
つ
に
し
、「
研
究
委
員
会
」
設
置
。
所
内
研
究
会
は
八
研
究
会
を
実
施（
在
日

朝
鮮
人
研
、
日
朝
中
連
帯
研
、
現
状
分
析
研
、
思
想
史
研
、
教
育
研
、
南
朝
鮮
研
、
農
業
研
、
文
学
研
）

　
　
　
　
　
　
研
究
者
養
成
を
重
視
し
研
究
生
制
度
創
設
、
七
月
よ
り
活
動
開
始
。『
朝
鮮
研
究
』
他
一
一
点
を
刊
行

一
九
六
七
年　

二
月
、
定
期
総
会
で
講
座
部
を
新
設
、
以
後
、
一
〇
回
開
く
。
座
談
会
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
朝
鮮
語
講
習
も
継
続

　
　
　
　
　
　
新
宿
よ
り
神
田
淡
路
町
に
移
転（
三
月
）。
研
究
所
の
移
転
・
縮
小
、
事
務
局
員
の
削
減
、
意
見
の
相
異
な
ど
多
く
の

困
難
を
抱
え
て
出
発
。
研
究
所
の
在
り
方
、
方
針
に
か
か
わ
る
批
判
・
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
。
常
務
理
事
会
、

研
究
委
員
会
、
同
幹
事
会
を
廃
止
し
、「
運
営
委
員
会
」
に
統
合

一
九
六
八
年　

日
本
と
朝
鮮
の
連
帯
に
役
立
つ
「
理
論
創
造
と
啓
蒙
活
動
」
を
中
心
課
題
と
し
て
展
開
す
る
方
針
を
決
定

　
　
　
　
　
　
全
て
の
決
定
や
企
画
執
行
に
新
運
営
委
員
会
が
当
る
こ
と
に
な
る
。
研
究
所
の
縮
小
が
検
討
さ
れ
、
財
政
的
困
難
は

続
く
が
、
日
本
人
主
体
の
朝
鮮
研
究
が
で
き
る
展
望
が
開
け
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
最
大
の
成
果

　
　
　
　
　
　
①
編
集
委
員
会
②
研
究
委
員
会
③
講
座
委
員
会
④
財
政
・
事
業
委
員
会
の
四
つ
の
委
員
会
を
設
置

　
　
　
　
　
　
二
年
余
実
施
し
て
き
た
研
究
生
制
度
は
着
実
に
成
果
を
あ
げ
定
着

　
　
　
　
　
　
所
内
研
究
会
の
成
果
を
基
礎
に
機
関
誌
の
編
集
が
可
能
と
な
る
。
機
関
誌
ほ
か
三
点
刊
行

一
九
六
九
年　

日
本
人
の
朝
鮮
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
日
本
自
身
の
問
題
と
朝
鮮
問
題
を
結
ぶ
特
集
を
企
画

　
　
　
　
　
　
あ
い
か
わ
ら
ず
財
政
的
危
機
は
続
く
。
第
一
回
運
営
委
員
会
開
く（
一
〇
月
ま
で
に
一
八
回
開
く
）

日
本
朝
鮮
研
究
所
年
表
（
一
九
六
一
～
一
九
六
九
）

戦
後
、
日
本
朝
鮮
研
究
所
と
い
う
組
織
が
存
在
し
、
一
時
期
、
広
く
活
動
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
一

部
研
究
者
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
今
日
、
殆
ど
忘
れ
去
ら
れ
た
組
織
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
今
回
、
本
書
を
刊
行
す
る
の
は
、
研
究
所
の
初
期
の
活
動
を
知
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
こ

と
、
戦
後
、
日
本
人
自
身
が
如
何
に
朝
鮮
問
題
の
諸
課
題
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
き
た
か
が
、
今
日
の
日
・

朝
・
韓
を
め
ぐ
る
政
治
・
社
会
情
況
の
中
で
新
た
に
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
の
一
つ
に
加
え
た
の
は
、
戦
後
の
朝
鮮
近
現
代
史
研
究
を
日
本
の
植
民
地

支
配
の
責
任
の
視
点
か
ら
問
う
た
初
め
て
の
組
織
で
あ
り
、
今
日
の
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
・
在
日
朝
鮮
人
研

究
の
原
点
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
朝
鮮
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
の
は
六
〇
年
安
保
闘
争
の
直
後
の
一
九
六
一
年
で
あ
っ
た
。
経
済
成
長

は
維
持
さ
れ
て
い
た
も
の
の
朝
鮮
戦
争
の
直
後
で
あ
り
、
安
全
保
障
条
約
が
示
す
戦
争
の
影
は
、
日
本
の
近

代
以
降
の
戦
争
を
意
識
さ
せ
、
朝
鮮
に
関
心
を
持
つ
人
々
の
間
で
は
朝
鮮
と
の
関
係
を
見
直
そ
う
と
い
う
気

運
が
高
く
な
っ
て
い
た
。
安
保
条
約
を
補
完
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
日
韓
条
約
交
渉
の
進
展
は
、
新
た
な

危
機
感
と
し
て
日
本
人
に
受
け
止
め
ら
れ
た
。
朝
鮮
史
の
専
門
家
で
あ
る
旗
田
巍
氏
を
始
め
と
す
る
朝
鮮
で

学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
研
究
者
や
寺
尾
五
郎
氏
の
よ
う
な
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
を
支
持
し
、
訪
問
し
、

交
流
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
た
人
々
が
い
た
。
こ
う
し
た
人
々
が
日
本
人
自
身
の
手
に
よ
る
朝
鮮
研
究
組
織

を
つ
く
ろ
う
と
し
た
の
は
自
然
な
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
日
本
史
、
中
国
史
の
研
究
者
に
も
支
持

さ
れ
て
い
た
。
準
備
に
は
寺
尾
と
藤
島
宇
内
氏
が
あ
た
っ
た
。

設
立
趣
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

設
立
趣
意
書

今
日
、
朝
鮮
は
、
最
も
近
く
て
最
も
遠
い
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
歴
史
は
朝
鮮
と
き
り
は
な
せ
な
い
関
係
で
進
ん
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
以
来
、
日

本
人
の
眼
は
常
に
西
洋
に
む
け
ら
れ
て
お
り
、
隣
国
朝
鮮
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
科
学
的
研
究
は
ほ
と

ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
隣
国
同
士
の
相
互
理
解
の
必
要
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
現
在
、
い
ま
だ
に
少

な
か
ら
ぬ
日
本
国
民
の
朝
鮮
観
は
、
誤
解
と
偏
見
に
み
ち
た
ま
ま
で
あ
る
と
断
じ
て
も
過
言
で
は
な
い

あ
り
さ
ま
で
す
。

わ
れ
わ
れ
日
本
国
民
は
、
北
朝
鮮
で
行
な
わ
れ
て
い
る
建
設
事
業
に
つ
い
て
も
、
南
朝
鮮
の
あ
い
つ

ぐ
政
治
的
激
動
の
本
質
に
つ
い
て
も
よ
く
知
っ
て
い
る
と
は
申
せ
ま
せ
ん
。
特
に
最
近
、
在
日
朝
鮮
人

帰
国
問
題
、
日
韓
会
談
、
日
朝
貿
易
の
問
題
な
ど
、
ア
ジ
ア
全
体
に
対
す
る
日
本
の
政
策
に
根
本
的
な

か
か
わ
り
を
も
ち
、
今
後
の
日
本
の
進
路
を
左
右
す
る
重
大
な
問
題
が
次
々
に
日
本
人
の
前
に
投
げ
か

け
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
判
断
を
誤
ま
ら
ず
、
両
国
民
の
共
通
の
利
益
を
追
求
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
は
朝
鮮
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
今
こ
そ
、
過
去
の
誤
れ
る
統
治
政
策
に
由
来
す
る
偏
見
を
清
算
し
、
日
本
人
の
立
場
か
ら
の

朝
鮮
研
究
を
組
織
的
に
開
始
す
る
こ
と
が
必
要
な
時
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

日
本
の
大
学
に
は
西
欧
に
関
す
る
限
り
何
千
人
も
の
研
究
者
が
い
る
の
に
、
現
代
朝
鮮
に
関
し
て
は

信
頼
で
き
る
研
究
者
は
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
え
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
発
起
人
は
、
微
力
な
が
ら
、
日
本
人
朝
鮮
研
究
者
を
ひ
ろ
く
結
集
し
、
朝
鮮
に
関
す
る
諸

般
の
研
究
を
行
な
い
、
そ
の
成
果
を
広
め
、
朝
鮮
研
究
の
水
準
向
上
に
資
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
朝
友

好
に
寄
与
す
る
た
め
、
最
大
限
の
努
力
を
払
い
た
い
と
思
い
、
こ
こ
に
朝
鮮
研
究
所
の
設
立
を
決
意
致

し
ま
し
た
。

日
本
朝
鮮
研
究
所
は
一
九
六
一
年
の
研
究
所
設
立
前
後
か
ら
一
九
六
九
年
の
実
質
的
な
解
体
時
期
ま
で
、

機
関
誌
と
種
々
の
刊
行
物
を
発
行
し
続
け
た
。
本
書
に
取
り
上
げ
た
資
料
は
、
六
一
年
の
準
備
・
設
立
か
ら

六
九
年
ま
で
の
活
動
と
成
果
が
わ
か
る
よ
う
に
時
系
列
で
構
成
し
た（
第
１
巻
）。
定
期
総
会
資
料
・
運
営
委

員
会
資
料（
第
２
巻
所
収
）は
研
究
所
活
動
の
一
年
間
の
活
動
と
問
題
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
研
究
所
の

刊
行
物（
第
３
巻
所
収
）は
巻
数
の
都
合
で
一
部
の
も
の
し
か
収
録
で
き
な
か
っ
た
。
全
文
を
収
録
し
た『
日
・

朝
・
中
三
国
人
民
連
帯
の
歴
史
と
理
論
』は
日
韓
会
談
反
対
運
動
の
中
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
、
研
究
所

の
活
動
の
新
た
な
成
果
物
で
あ
っ
た
。
第
３
巻
の
巻
末
の
解
説
と「
日
本
朝
鮮
研
究
所
の
あ
ゆ
み
」で
研
究
所

の
設
立
の
意
義
と
研
究
所
の
諸
活
動
の
成
果
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
研
究
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
梶
村
秀
樹
、
宮
田
節
子
、
桜
井
浩
、
大
村
益
夫
な
ど
の
新
進
気
鋭
の
研

究
者
達
で
あ
り
、
こ
う
し
た
体
制
が
運
動
の
中
で
作
ら
れ
て
い
っ
た
点
が
、
そ
れ
ま
で
の「
大
学
」と
い
う
枠

組
に
は
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
実
務
面
で
支
え
た
の
は
京
都
日
朝
協
会
に
い
た
木
元
賢
輔
と
後
半
は

新
潟
日
朝
協
会
で
活
動
し
て
い
た
佐
藤
勝
巳
な
ど
で
あ
っ
た
。

短
命
に
終
わ
っ
た
研
究
所
で
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
研
究
に
限
ら
ず
、
朝
鮮
史
研
究
者
の
姿
勢
を
問
う
て
い
る

の
が
本
研
究
所
資
料
集
刊
行
の
意
義
で
あ
ろ
う
。

                        

樋
口
雄
一
中
央
大
学
政
策
文
化
総
合
研
究
所
客
員
研
究
員
、
在
日

朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
会
員
、
海
峡
同
人
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